
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間

年 90 単位 42 単位 235 単位 33 単位 0 単位 11 単位

240 人 161 人 人 0 % 11 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 6

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

中退率

令和○年○月○日

134-0088

03-5676-3901
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人滋慶学園 昭和58年12月27日 浮舟　邦彦 東京都江戸川区東葛西6丁目16番2号
134-0084

03-5878-3311

東京ウェディング・ホテル専門
学校

平成25年7月1日 尾﨑　哲則 東京都江戸川区西葛西3-1-15

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

商業実務 商業実務専門課程 ウェディング科 平成27(2015)年度 - 平成29(2017)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

学科の目的 ブライダル業界から求められる多種多様な考え方と課題解決力を身につけ、様々な職種の知識や技術を活かし、マルチな能力で長く活躍できる人材を養成する。

学科の特徴（主な
教育内容、取得可

能な資格　等）

①単位制を活用して科目選択により複数のウェディング専門分野を学ぶことができる。併せて将来を考えて希望する資格取得ができる。
②３年制カリキュラムで実践的な学びを多く得て、就職へ繋げる。

修業年限 全課程の修了に必要な総授業時数又は総
単位数

講義 演習 実習 実験 実技

3 昼間 ※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和６年度卒業生）

0
■地元就職者数 (F) 0
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 0

0

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 0
■就職希望者数 (D)　　　　　： 0
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和６年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

修業年限の変更により令和６年度の卒業生はなし。

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数）

0

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://www.wedding.ac.jp/course/wedding/

0
■進学者数 0
■その他

修業年限の変更により令和６年度の卒業生はなし。

4

うち企業等と連携した演習の単位数 98

うち必修単位数 4

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

総単位数 321

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数 30

うち必修授業時数

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数） 30

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等におい
てその担当する教育等に従事した者であって、当該専
門課程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算
して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 2

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 4

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 6

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、
高度の実務の能力を有する者を想定）の数

1

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ



種別

①

③

－

－

－

－

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

３年制課程の教育内容や目標については、プランナーだけでなくドレスやフラワーなど関連分野の学びができることも含め
て、委員から賛同を頂いた。業界では中期的に活躍、開花する人材について非常に興味があるとのこと。技術面だけでなく
マインド面も重視できるとよいとの意見があった。これを踏まえて、キャリア教育講座や実習就職対策講座について、最新
の業界の現状を注視しつつ、人間性を高める内容を一層組み入れていく。その結果として集大成プログラムと位置付けて
いるドレスショーやハウスウェディングでもこの方針を取り入れて提案型人材の育成をおこなっていく。

岡　覚子
東京ウェディング・ホテル専門学校　ウェディン
グ科　学科長

令和７年４月１日～令和９年３
月３１日（２年）

霜井　理名
東京ウェディング・ホテル専門学校　ウェディン
グ科　リーダー

令和７年４月１日～令和９年３
月３１日（２年）

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
ウェディング・ホテル業界の求めるサービス技術に関して、実践的な授業を行うため、企業・業界団体等から当該企業に所
属する講師を派遣してもらい、校内の実習施設や設備等を活用し、業界の求めるサービス水準を指導できる企業業界団体
を選定している。また、シラバスの策定・試験の実施・評価まで行う体制をとるこ とができる企業・業界団体を選定してい
る。

古島　昭博 学校法人滋慶学園　常務理事
令和６年４月１日～令和８年３
月３１日（２年）

名　前 所　　　属 任期

石渡　雅浩 The Professional Wedding  編集長
令和７年４月１日～令和９年３
月３１日（２年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
教育課程の編成において、必要となる最新の知識、技術を反映するため、企業・業界団体等の意見を活かし、教育課程の
改善並び に改訂を定期的に実施することを目的としている。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

企業・業界団体等との連携により、必要となる最新の知識・技術・技能を反映するため、企業・業界団体等からの意見を十
分にいかし、カリキュラムの改善等の教育課程の編成を定期的に行うことを目的とする。また、学校が編成した企業連携に
関する教育課程案を委員会へ付議し、委員会による改善意見を反映していく。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

松本　陽建 株式会社丸三屋　BRIDARIUM MUE
令和７年４月１日～令和９年３
月３１日（２年）

令和7年4月1日現在

阿部　憲一朗 学校法人滋慶学園　運営本部長
令和６年４月１日～令和８年３
月３１日（２年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載するこ
と。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（５月、２月）

（開催日時（実績））
第１回　令和6年5月21日　13:30～16:00
第２回　令和7年2月7日　14:00～16:00

尾﨑　哲則 東京ウェディング・ホテル専門学校　学校長
令和７年４月１日～令和９年３
月３１日（２年）

山浦　雄矢 東京ウェディング・ホテル専門学校　事務局長
令和６年４月１日～令和８年３
月３１日（２年）

舘脇　康郎 東京ウェディング・ホテル専門学校　教務部長
令和６年４月１日～令和８年３
月３１日（２年）

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

マーケティング A

科　目　概　要

有限会社ポロンコレクション

ホテルマネジメントⅠ
一般社団法人ホスピタリティ・サー
ビス支援機構

ドレススタイリストⅠ
一般社団法人日本ウェディングス
タイルスト協会

特定非営利法人日本ホテルレスト
ラン経営研究所

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

ソムリエ・バーテンダー
A

一般社団法人ホスピタリティ・サー
ビス支援機構

カリグラフィー入門 A

企業連携の方法

１．【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

１．【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

１．【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

１．【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

１．【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

カリグラフィーの基礎的な知識を
学び、花嫁様の希望を叶えるウェ
ディングアイテムを作ることができ
るようにする。

婚礼衣装及び小物類を丁寧に取
り扱うことができ、洋装の正しい
フィッティングができる。使用した
教材を元の場所に戻すことができ
る。

ワインの最低限の産地とブドウ品
種を知る。バーテンダーの基本動
作、シェイクとステアが出来るよう
になる。オーソドックスなカクテル
名とレシピを知り、料飲知識（テー
ブルマナーや大人の教養を身に
着ける）。

ホテルの仕事や特徴、各部門の
役割を知り、マネジメントに必要な
経営・管理の知識とともに、すべて
のビジネスパーソンにとって不可
欠な利益を上げ「成果を最大化さ
せるスキル」を習得する。

ブライダル業界のマーケティング
の基礎知識を得ることで、効果的
な集客に対する適切な広報活動
方法を身につける。サービスの魅
力をお客様向けに表現することを
目標とする。

科　目　名 連　携　企　業　等

当校の教育方針に基づき、学外での実習科目はホテルやウェディング関係企業と提携を結び、学生は目指す職種や適性
に合わせて実習をおこなう。学内での演習科目は各科目の内容に応じてウェディング業界での実務経験がある実務者教
員を企業から派遣してもらい、教員の経験・スキル・知識を授業に取り入れる。評価は演習科目については本校の成績評
価基準に基づき実務者教員がおこなう。外部実習おいては企業の評価を織り込んで合否を判定する。

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

ウェディング業界の現状を知り、業界が置かれている課題や今後の展望について知る。今後業界で必要
とされる知識・技術を知り、育成人材の見直しや教育カリキュラムへの反映を行う。

ブライダル業界最新情報勉強会 連携企業等： 一般社団法人 日本ウェディングスタイリスト協会

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

教員研修については、学校法人滋慶学園 教員研修規定に定めており、教員の指導力の向上、授業力向上、クラス運営力
の向上などを目的とし、積極的かつ定期的に研修に参加。また、教職員の経験年 数や在職期間を考慮して、計画的に遂
行している。

ブライダル業界研究 連携企業等： 株式会社ウェディングジョブ

2024年4月16日 対象： 学科教員

2024年8月29日 対象： 学科教員

結婚式当日のチャペル内撮影における、「アテンド方法と注意点」「カメラマンの動きと注意点」「カメラマン
とアテンドの連携の重要性」「撮影時のドレスケア」等を現役で活躍中の講師より学び、最新の知識を身に
つける。



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

（９）法令等の遵守 関係法令、設置基準等の遵守、個人情報保護、学校評価、
（１０）社会貢献・地域貢献 社会貢献・地域貢献、ボランティア活動
（１１）国際交流 -

マネジメント研修 連携企業等： 一般財団法人 滋慶教育科学研究所

2025年10月21日 対象： 学科教員（担任）

業界におけるカスタマー・ハラスメントについて行政機関の担当から学ぶ。

対象： 学科教員（担任）

カウンセリングマインドを身に付け、学生や保護者に対応できるようにスキルを向上させる。

カスタマー・ハラスメント対応マニュアルについて 連携企業等： 公益社団法人 日本ブライダル文化振興会

2025年6月17日 対象： 学科職員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

マネジメント研修 連携企業等： 一般財団法人 滋慶教育科学研究所

2024年10月22日 対象： 学科長、教務部長

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

②指導力の修得・向上のための研修等

DX時代における攻めと守りのマネジメント～DX広報・DX教育・DX事業運営など

クラスマネジメント研修 連携企業等： 一般財団法人 滋慶教育科学研究所

2024年5月23日 対象： 学科教員（担任）

クラスマネジメントのポイントを理解し、学生のセーフティネットを構築する。

教職員カウンセリング研修 連携企業等： 一般財団法人 滋慶教育科学研究所

2024年9月25日

（１）教育理念・目標 理念・目的・育成人材像
（２）学校運営 運営方針、事業計画、運営組織、人事・給与制度、意思決定システ

②指導力の修得・向上のための研修等

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
自己点検・自己評価に基き、学校関係者評価委員会を実施する。本委員会は学校の理念を踏まえた上で教育機関として
の学校のあり方を客観的に評価し助言を行うことで、適切な教育提供に結びつくようにする。この助言を受け学校はPDCA
サイクルに基き分析・検証を行い学校運営の改善に取り組むことを基本方針とする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

学校や学科運営のマネジメントについて最新の動向を踏まえて学ぶ。

FDミドルレベル研修 連携企業等： 一般財団法人 滋慶教育科学研究所

2025年7月30日 対象： 学科長

クラスマネジメントのポイントを理解し、「クラス」をひとりで支えることなく、学生のセーフティーネットの運用
のため「実行計画」作成、実践、修正ができるようになる。

FDミドルレベル研修 連携企業等： 一般財団法人 滋慶教育科学研究所

2025年7月24日

（６）教育環境 施設・設備等、学外実習、インターンシップ等、防災・安全管理
（７）学生の受入れ募集 学生募集活動、入学選考、学納金
（８）財務 財務基盤、予算・収支計画、監査、財務情報の公開

（３）教育活動 目標の設定、教育方法・評価等、成績評価・単位認定等、
（４）学修成果 就職率、資格・免許の取得率、卒業生の社会的評価
（５）学生支援 就職等進路、中途退学への対応、学生相談、学生生活、

対象： 学科長

カリキュラムマネジメントの基礎を学び、自学科のカリキュラム開発の課題発見ができる。

※（１０）及び（１１）については任意記載。



種別

卒業生

保護者

高等学校
関

地域

業界

業界

（３）学校関係者評価結果の活用状況
学校関係者委員会で得た評価に基づき、校内の自己点検委員会で次年度の重点項目について決定を行う。その決定に
基づき全教職員に周知し、学校運営・教育活動等に取り組んでいく。
委員からは早期化する就職活動に対応でき、かつ、しっかりと学べる３年制のカリキュラムを評価頂いた。ウェディングで活
躍する人材を多く育ててほしいが、結婚式への参加経験がない若い世代が増えているため、高校での授業への参加や同
窓会の活用で意見を聴取するなど、ウェディング分野を目指す学生を増やす方策をとの委員からの要望あり、学校の授業
や実習以外にもこの分野の魅力を伝えていく活動を検討していく。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

古賀　優希 株式会社エスクリ ラグナヴェール アトリエ
2024年4月1日～2026年3月31
日

橋本　みか ウェディングプランナー科在校生保護者
2024年4月1日～2026年3月31
日

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.wedding.ac.jp/public_information/
公表時期： 2024/6/30

拓殖大学紅陵高等学校　学校長
2024年4月1日～2026年3月31
日

沼倉　英里 行船管理有限会社　代表取締役 副社長
2025年4月1日～2027年3月31
日

石渡　雅浩
株式会社ウエディングジョブ
The Professional Wedding編集長

2025年4月1日～2027年3月31
日

工藤  綾乃
株式会社八芳園 プロデュース事業部 総支配
人室

2025年4月1日～2027年3月31
日

森　章

（２）各学科等の教育 各学科の修業年限、修了に必要な単位数、養成目的、教育目標、授業科目、シラバス、教育システム、成績評価基準、進級・卒業の要件
（３）教職員 教職員数、代表的な教員の略歴
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育への取り組み

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
学校の教育活動の取り組みについて社会に対する説明責任を果たすとともに、公正で透明性の高い運営を推進し、教育
活動の質の向上や社会全体からの信頼の獲得に資することを目的とする。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 基本情報、開校の目的、建学の理念、学校沿革、学校長

（８）学校の財務 監査報告書、貸借対照表、収支計算書、財産目録
（９）学校評価 自己点検・自己報告、学校関係者評価委員会報告書
（１０）国際連携の状況 国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境 様々な教育活動
（６）学生の生活支援 学生生活サポート
（７）学生納付金・修学支援 学生納付金、学費サポート

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.wedding.ac.jp/public_information/
公表時期： 45473

（１１）その他 -
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
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1 ○ 導入研修Ⅰ
新入生オリエンテーション＆TDLサービス
マインド研修

1
前

30 2 ○ ○ ○

2 ○ 導入研修Ⅱ
履修選択にむけたオリエンテーション＆授
業

1
前

30 1 ○ ○ ○

3 ○ 国際教育
海外でのエンタメ研修（1年後期・2月を予
定）又は国内プログラム

１
後

15 2 ○ ○ ○

4 ○
キャリア教育
講座Ⅰ

社会で働くために大切な身構え・気構え・
心構えを学ぶ。

1
前

30 2 ○ ○ ○

5 ○
キャリア教育
講座Ⅱ

社会で働くために大切な身構え・気構え・
心構えを学ぶ。

１
後

30 2 ○ ○ ○

6 ○ PCスキルⅠ
ワード・エクセル・パワーポイント・メー
ルを習得、ビジネス文書の書き方について
学ぶ。

1
前

30 2 ○ ○ ○ ○

7 ○ PCスキルⅡ
ワード・エクセル・パワーポイント・メー
ルを習得、ビジネス文書の書き方について
学ぶ。

１
後

30 2 ○ ○ ○ ○

8 ○
コミュニケー
ションスキル
アップ

社会に通用するコミュニケーション力を身
に付けるために、効果的なコミュニケー
ションの方法を体系的に学ぶ。

1
前

30 2 ○ ○ ○

9 ○
ブライダル概
論Ⅰ

ブライダルの概念を知り、将来の仕事のイ
メージに繋げ、そのやりがいを感じ取る。

1
前

30 2 ○ ○ ○

10 ○
ブライダル概
論Ⅱ

基礎知識を実践形式におとしこみ、アソシ
エイトブライダルコーディネート検定に合
格する。

１
後

30 2 ○ ○ ○

11 ○
実習就職対策
講座Ⅰ

実習・就職活動に向けた身構え・気構え・
心構えを身につける。

2
前

30 2 ○ ○ ○

12 ○
実習就職対策
講座Ⅱ

実習・就職活動に向けた身構え・気構え・
心構えを身につける。

2
後

30 2 ○ ○ ○

13 ○
キャリア教育
講座Ⅲ

社会で働くために大切な身構え・気構え・
心構えを学ぶ。

3
前

30 2 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（商業実務専門課程 ウェディング科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



14 ○
ゲストハウス
ウェディング
Ⅰ

【1年次 HWコース必修科目】ウェディング
全体の業務感をつかむと共に、ゲストハウ
スウェディングの特徴を理解する。

1
2
3
前

30 2 ○ ○ ○

15 ○
ゲストハウス
ウェディング
Ⅱ

【1年次 HWコース必修科目】プランニング
をする際の視点を学ぶと共に、ウェディン
グプランナーの実務のアウトラインと当日
運営を理解する。

1
2
3
後

30 2 ○ ○ ○

16 ○
ウェディング
サービス演習

【1年次 HW・HTコース必修科目】テーブル
マナーを身に付けると共に、レストラン・
バンケットサービスに必要な基本技術・知
識を習得する。

1
2
前

60 4 ○ ○ ○ ○

17 ○
ウェディング
フォト

【1年次 PHコース必修科目】
一眼レフ、ビデオカメラの基礎知識、使用
方法、構図の理解、撮影テクニックを習得
し、撮影を実践し、パソコンでの編集を学
ぶ。

1
2
前

60 2 ○ ○ ○

18 ○
フォトコンテ
スト

【ウェディングフォト科目の履修必須】
花嫁を創り、スマートフォンを使用した撮
影、編集でフォトコンテストを実施する。

1
2
前

30 2 ○ ○ ○

19 ○
ア テ ン ド ・
キャプテン・
司会実践

オペレーションを通してバンケットキャプ
テン・司会・アテンドの実務を学ぶ。

1
後

60 4 ○ ○ ○

20 ○
宿泊サービス
演習

【1年次 HTコース必修科目】ホテルの宿泊
業務を理解し、専門的なスキルと接客スキ
ルを修得する。

1
2
3
後

30 2 ○ ○ ○

21 ○
ホ テ ル ウ ェ
ディング

【1年次 HTコース必修科目】
ホテルウェディングの特徴を理解し、ホテ
ルプランナーとして必要な知識・技術を習
得する。

1
2
3
前

30 2 ○ ○ ○

22 ○
ウェディング
サービス演習

【1年次 HW・HTコース必修科目】
テーブルマナーを身に付けると共に、レス
トラン・バンケットサービスに必要な基本
技術・知識を習得する。

1
前

60 4 ○ ○ ○ ○

23 ○
ホテルビジネ
ス

【1年次 HTコース必修科目】
ホテルの歴史や特徴、各部署の役割に関す
る基礎知識を身につける。

1
2
前

30 2 ○ ○ ○

24 ○
MAIHAMA ホ ス
ピタリティー

【1年次 HTコース必修科目】
TDLオフィシャルホテルのサービスマイン
ドを学ぶ。

1
2
後

15 1 ○ ○ ○

25 ○
リゾートウェ
ディング

【1年次 HTコース必修科目】
リゾートウェディングの特長、現地での業
務内容について学ぶ。

1
2
3
後

30 2 ○ ○ ○

26 ○
ドレススタイ
リストⅠ

【1年次 DRコース必修科目】
婚礼衣装に関する基本的な知識ならびに取
り扱い方法を学ぶ。

1
2
3
前

60 4 ○ ○ ○ ○

27 ○
ドレススタイ
リストⅡ

【1年次 DRコース必修科目】
サロン業務を含む、ドレススタイリストの
実務のアウトラインを習得する。

1
2
3
後

60 4 ○ ○ ○ ○

28 ○
ドレスメンテ
ナンス

【1年次 DRコース必修科目】
婚礼衣装のメンテナンス業務の知識を習得
し、裾上げ、サイズ詰め、お直し等を実践
する。

1
2
後

60 4 ○ ○ ○

29 ○
ブライダルフ
ラワーアレン
ジⅠ

【1年次 FLコース必修科目】
ブーケやテーブル装花のアレンジができる
と共に、EFC２級に合格できる。

1
2
3
前

60 4 ○ ○ ○



30 ○
フラワーデザ
イン

【1年次 FLコース必修科目】
業態別のフローリストの業務の流れと実務
のアウトラインを習得する。また顧客の
ニーズに合わせた企画・提案を実践する。

1
2
3
後

60 4 ○ ○ ○

31 ○

セルフビュー
ティ（メイク
＆ ネ イ ル ）
A

自分をキレイに見せるメイクテクニックと
ネイルを学ぶ。

1
2
前

60 4 ○ ○ ○ ○

32 ○

セルフビュー
ティ（メイク
＆ ネ イ ル ）
B

自分をキレイに見せるメイクテクニックと
ネイルを学ぶ。

1
2
後

60 4 ○ ○ ○ ○

33 ○
パーソナルカ
ラー検定　A

色を戦略的に使いこなし、似合う色で「自
分ブランディング」ができるようになる。

1
2
前

30 2 ○ ○ ○

34 ○
パーソナルカ
ラー検定　B

色を戦略的に使いこなし、似合う色で「自
分ブランディング」ができるようになる。

1
2
後

30 2 ○ ○ ○

35 ○
ブライダル顧
客心理　A

ブライダル業界の顧客心理を題材に、お客
様の結婚に対する心理を学ぶ。

2
3
前

30 2 ○ ○ ○

36 ○
ブライダル顧
客心理　B

ブライダル業界の顧客心理を題材に、お客
様の結婚に対する心理を学ぶ。

2
3
後

30 2 ○ ○ ○

37 ○
英 会 話 演 習
A

接客英語と観光英語を学び、英語の質問に
応えられる英語力を身に付ける。

1
2
3
前

30 2 ○ ○ ○ ○

38 ○
英 会 話 演 習
B

接客英語と観光英語を学び、英語の質問に
応えられる英語力を身に付ける。

1
2
3
後

30 2 ○ ○ ○ ○

39 ○ TOEIC
接客英語と観光英語を学び、英語の質問に
応えられる英語力を身に付ける。

2
3
前

30 2 ○ ○ ○

40 ○
韓国文化演習
A

日常生活やグローバルビジネスにおける活
きた英語の力を測定する世界共通のテス
ト。

1
2
前

30 2 ○ ○ ○ ○

41 ○
韓国文化演習
B

韓国カルチャーと基礎的なハングル語と合
わせて韓国ウェディング（フォトウェディ
ング）を学ぶ。

1
2
後

30 2 ○ ○ ○ ○

42 ○
ブ ラ イ ダ ル
SNS演習　A

ブライダルの広報ツールであるSNSの作成
工程を学ぶ。

2
3
前

30 2 ○ ○ ○ ○

43 ○
ブ ラ イ ダ ル
SNS演習　B

ブライダルの広報ツールであるSNSの作成
工程を学ぶ。

2
3
後

30 2 ○ ○ ○ ○

44 ○
マーケティン
グ　A

マーケティングに関する基礎的な知識を学
ぶ。

1
2
3
前

30 2 ○ ○ ○ ○

45 ○
マーケティン
グ　B

マーケティングに関する基礎的な知識を学
ぶ。

1
2
3
後

30 2 ○ ○ ○ ○



46 ○
ブ ラ イ ダ ル
ジ ュ エ リ ー
A

婚礼に使われるジュエリーとアクセサリー
について学ぶ。

1
2
前

30 2 ○ ○ ○

47 ○
ブ ラ イ ダ ル
ジ ュ エ リ ー
B

婚礼に使われるジュエリーとアクセサリー
について学ぶ。

1
2
後

30 2 ○ ○ ○

48 ○
オフィスワー
ク・マナー講
座　A

ビジネスマナー基礎。電話対応や送付状な
どのビジネス文書の作成について学ぶ。

1
2
前

30 2 ○ ○ ○

49 ○
オフィスワー
ク・マナー講
座　B

ビジネスマナー基礎。電話対応や送付状な
どのビジネス文書の作成について学ぶ。

1
2
後

30 2 ○ ○ ○

50 ○
カ リ グ ラ
フ ィ ー 入 門
A

文字を美しく見せる手法を学び、オリジナ
ルのメッセージカードを作成する。

2
3
前

30 2 ○ ○ ○ ○

51 ○
カ リ グ ラ
フ ィ ー 入 門
B

文字を美しく見せる手法を学び、オリジナ
ルのメッセージカードを作成する。

2
3
後

30 2 ○ ○ ○ ○

52 ○
TOKYOディス
カバリー

東京都内の観光資源について学び、お客様
に提案できる知識を蓄える。

1
後

15 1 ○ ○ ○

53 ○
ト ー タ ル
ビューティー
A

エステなどのトータルビューティについて
学ぶ。

2
3
前

60 2 ○ ○ ○

54 ○
ト ー タ ル
ビューティー
B

エステなどのトータルビューティについて
学ぶ。

2
3
後

60 2 ○ ○ ○

55 ○
ブ ラ イ ダ ル
ブーケ　A

フラワーの基本と生花と造花でのブライダ
ルブーケのデザインと制作を学ぶ。

1
2
前

60 2 ○ ○ ○

56 ○
ブ ラ イ ダ ル
ブーケ　B

フラワーの基本と生花と造花でのブライダ
ルブーケのデザインと制作を学ぶ。

1
2
後

60 2 ○ ○ ○

57 ○
ブライダルト
レンド研究

最新のブライダルトレンドを巡り学ぶ。
2
3
前

30 2 ○ ○ ○

58 ○

未 来 型 ウ ェ
ディングプレ
ゼンテーショ
ン

未来のウェディングの在り方を考察しプレ
ゼンテーションする。

2
前

30 2 ○ ○ ○

59 ○ 滋慶選択A
専門能力以外に、将来のステップアップの
糧となるプラスアルファの知識や技術を学
ぶ。

1
後

15 1 ○ ○ ○

60 ○
ハウスセール
スⅠ

集客～新規接客におけるコンセプト案内と
会場案内業務について理解を深める。

2
3
前

30 2 ○ ○ ○

61 ○
ハウスセール
スⅡ

来館～成約までの情報収集業務の役割を理
解し、新規接客を実践する。

2
3
後

30 2 ○ ○ ○



62 ○
ア ニ バ ー サ
リープランニ
ング

誕生日・プロポーズなど人生における様々
なアニバーサリーのプランニングを学ぶ。

2
3
後

30 2 ○ ○ ○

63 ○
ホテルマーケ
ティングⅠ

ホテルの収益構造と営業・セールスの仕事
について学ぶ。

2
3
前

30 2 ○ ○ ○

64 ○
ホテルマーケ
ティングⅡ

ホテルの収益構造と営業・セールスの仕事
について学ぶ。

2
3
後

30 2 ○ ○ ○

65 ○
レ ス ト ラ ン
サービス技能
検定Ⅰ

【2年次に選択、３年次国家検定：２年間
必修科目】
レストランサービスの基本的知識を身に付
ける。

2
3
前

60 4 ○ ○ ○ ○

66 ○
レ ス ト ラ ン
サービス技能
検定Ⅱ

【2年次に選択、３年次国家検定：２年間
必修科目】
レストランサービスの基本的知識を身に付
ける。

2
3
後

60 4 ○ ○ ○ ○

67 ○

レ ス ト ラ ン
サービス技能
検定対策講座
Ⅰ

【2年次に選択、３年次国家検定：２年間
必修科目】
レストランサービスの基本的技術を実践す
る。

2
3
前

60 4 ○ ○ ○ ○

68 ○

レ ス ト ラ ン
サービス技能
検定対策講座
Ⅱ

【2年次に選択、３年次国家検定：２年間
必修科目】
レストランサービスの基本的技術を実践す
る。

2
3
後

60 4 ○ ○ ○ ○

69 ○
ブライダルヘ
アメイクⅠ

ブライダルのヘアセットおよびメイクアッ
プの特徴を学び、実践する。

2
3
前

60 4 ○ ○ ○

70 ○
ブライダルヘ
アメイクⅡ

ブライダルヘアメイクの応用とアテンド業
務を理解し、認定試験に合格する。

2
3
後

60 4 ○ ○ ○

71 ○
ドレススタイ
リストⅢ

サロン業務を含む、ドレススタイリストの
実務のアウトラインを習得する。

2
3
後

30 2 ○ ○ ○

72 ○
着付 初伝・
中伝

和装の知識、着付けの技術を習得し、初伝
と中伝に合格する。

2
3
前

60 4 ○ ○ ○

73 ○ 花嫁着付
花嫁着付・紋服着付の基礎知識・手順を習
得する。

2
3
後

30 2 ○ ○ ○

74 ○
ブライダルフ
ラワーアレン
ジⅡ

ブライダルフラワーの接客業務（カウンセ
リング）、フラワーデザイン、デコレー
ション（施行業務）を理解し、EFD１級に
合格する。

2
3
前

60 4 ○ ○ ○

75 ○
アートディレ
クション

顧客のコンセプトに応じた様々なアイテム
を用いて、婚礼会場のあらゆるスペースの
アートディレクションを実践する。

2
3
後

60 4 ○ ○ ○

76 ○
ディスプレイ
コーディネー
ト

フローリストとして業界で活躍できるよ
う、様々なシーンのコーディネートを学
ぶ。またJWSA認定スタイリスト・スペース
に合格する。

2
3
後

60 4 ○ ○ ○

77 ○
ア テ ン ド ・
キャプテン・
司会実践　A

オペレーションを通してバンケットキャプ
テン・司会・アテンドの実務を学ぶ。

2
3
前

60 4 ○ ○ ○ ○



78 ○
ア テ ン ド ・
キャプテン・
司会実践　B

オペレーションを通してバンケットキャプ
テン・司会・アテンドの実務を学ぶ。

2
3
後

60 4 ○ ○ ○ ○

79 ○
接遇介助士ホ
スピタントA

高齢者や障害者だけでなく、サポートを必
要とする全ての人に対して差別なく接客で
きる方法を学ぶ。

2
3
前

60 4 ○ ○ ○ ○

80 ○
接遇介助士ホ
スピタントB

高齢者や障害者だけでなく、サポートを必
要とする全ての人に対して差別なく接客で
きる方法を学ぶ。

2
3
後

60 4 ○ ○ ○ ○

81 ○
カウンセリン
グロールプレ
イ　A

ヒアリング（カウンセリング）を中心とし
た接客のロールプレイングを学ぶ。

2
3
前

30 2 ○ ○ ○

82 ○
カウンセリン
グロールプレ
イ　B

ヒアリング（カウンセリング）を中心とし
た接客のロールプレイングを学ぶ。

2
3
後

30 2 ○ ○ ○

83 ○
ソ ム リ エ ・
バーテンダー
A

ワイン・バーサービス・料飲の知識やカク
テル技術を学ぶ。

2
3
前

60 4 ○ ○ ○ ○

84 ○
ソ ム リ エ ・
バーテンダー
B

ワイン・バーサービス・料飲の知識やカク
テル技術を学ぶ。

2
3
後

60 4 ○ ○ ○ ○

85 ○
BR国家検定対
策3級　Ⅰ

ブライダルコーディネートに必要な知識・
技術・実践力を理解し、国家検定３級に合
格する。（ⅠⅡはセット）。

2
3
前

30 2 ○ ○ ○

86 ○
BR国家検定対
策3級　Ⅱ

ブライダルコーディネートに必要な知識・
技術・実践力を理解し、国家検定３級に合
格する。（ⅠⅡはセット）。

2
3
後

30 2 ○ ○ ○

87 ○ 滋慶選択B
専門能力以外に、将来のステップアップの
糧となるプラスアルファの知識や技術を学
ぶ。

2
前

15 1 ○ ○ ○

88 ○
オリジナルプ
ランニングⅠ

テーマの設定からオリジナルの提案プラン
を作成することで、全体の構成力を学ぶ。

3
前

30 2 ○ ○ ○

89 ○
オリジナルプ
ランニングⅡ

テーマの設定からオリジナルの提案プラン
を作成することで、全体の構成力を学ぶ。

3
後

30 2 ○ ○ ○ ○

90 ○
ホテルマネジ
メントⅠ

ホテルのマネジメント業務に関する知識を
学び、経営的視点を身につける。

3
前

30 2 ○ ○ ○ ○

91 ○
ホテルマネジ
メントⅡ

ホテルのマネジメント業務に関する知識を
学び、経営的視点を身につける。

3
後

30 2 ○ ○ ○

92 ○
ドレスデザイ
ンⅠ

ドレスのリメイクを含めたデザインと制作
を学ぶ。

3
前

60 4 ○ ○ ○

93 ○
ドレスデザイ
ンⅡ

ドレスのリメイクを含めたデザインと制作
を学ぶ。

3
後

60 4 ○ ○ ○



94 ○
会場コーディ
ネートⅠ

結婚式はもちろん、様々なシーン（和風や
結婚式以外のシーン）のコーディネートを
トータル的に学ぶ。

3
前

60 4 ○ ○ ○

95 ○
会場コーディ
ネートⅡ

結婚式はもちろん、様々なシーン（和風や
結婚式以外のシーン）のコーディネートを
トータル的に学ぶ。

3
後

60 4 ○ ○ ○

96 ○
女性のための
ライフワーク
バランス

女性のライフステージへの考え方
や、人生におけるマネー講座の実施。

3
前

30 2 ○ ○ ○

97 ○
BR国家検定対
策2級　Ⅰ

ブライダルコーディネートに必要な知識・
技術・実践力を理解し、国家検定２級に合
格する。

3
前

30 2 ○ ○ ○

98 ○
BR国家検定対
策2級　Ⅱ

ブライダルコーディネートに必要な知識・
技術・実践力を理解し、国家検定２級に合
格する。

3
後

30 2 ○ ○ ○

99 ○
ホテル宿泊客
室実習

外部のホテルの客室を借りてハウスキーピ
ングなどの宿泊部門の仕事ついて学ぶ。

1
前

30 2 ○ ○ ○

100 ○
リゾートホテ
ル実習

夏休み期間などの長期休暇期間のリゾート
ホテル実習（軽井沢・那須・沖縄・静岡
他）。

2
3
前

90 3 ○ ○ ○

101 ○
模擬挙式発表
会

第二校舎のエクラを会場にした模擬挙式運
営を実践する。

1
2
後

30 2 ○ ○ ○

102 ○
ブライダルロ
ケ ー シ ョ ン
フォト

外部ロケでの撮影実技授業を実践する。
2
3
後

30 1 ○ ○ ○

103 ○ 現場実習Ⅰ
現場実習を通して業界を理解し、専門的な
スキルと接客スキルを学ぶ。

1
後

## 6 ○ ○ ○ ○

104 ○ 現場実習Ⅱ
現場実習を通して業界を理解し、専門的な
スキルと接客スキルを学ぶ。

2
前

## 6 ○ ○ ○ ○

105 ○ 現場実習Ⅲ
現場実習を通して業界を理解し、専門的な
スキルと接客スキルを学ぶ。

2
後

## 6 ○ ○ ○ ○

106 ○ 現場実習Ⅳ
現場実習を通して業界を理解し、専門的な
スキルと接客スキルを学ぶ。

3
前

## 6 ○ ○ ○ ○

107 ○ 現場実習Ⅴ
現場実習を通して業界を理解し、専門的な
スキルと接客スキルを学ぶ。

3
後

## 6 ○ ○ ○ ○

108 ○
ドレスショー
Ⅰ

産学連携でのドレスショー運営。
3
前

## 8 ○ ○ ○ ○

109 ○
ドレスショー
Ⅱ

産学連携でのドレスショー運営。
3
後

## 8 ○ ○ ○ ○



110 ○
ハ ウ ス ウ ェ
デ ィ ン グ 運
営・実践　Ⅰ

学内施設（エクラ）での本物の結婚式運営
業務を学び、実践的な思考・行動を身に付
ける。

3
前

## 8 ○ ○ ○

111 ○
ハ ウ ス ウ ェ
デ ィ ン グ 運
営・実践　Ⅱ

学内施設（エクラ）での本物の結婚式運営
業務を学び、実践的な思考・行動を身に付
ける。

3
後

## 8 ○ ○ ○

111

期
週

合計 科目 321 単位（単位時間）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2
15

卒業要件： 修業年限以上在籍し、所定の授業科目を履修し、卒業するために必
履修方法： 必修科目、選択科目を合わせて卒業認定単位を満たすように履修を

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分
１学期の授業期間

（留意事項）


